
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
と

友
好
都
市
交
流
協
定
を
締
結

板
橋
区
は
、
絵
本
を
通
し
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

市
と
の
交
流
を
経
て
、
交
流
25
周
年
に
当
た

る
平
成
17
（
2
0
0
5
）
年
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

市
と
の
間
で
友
好
都
市
交
流
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
調
印
式
は
イ
タ
リ

ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
で
行
わ
れ
、
板
橋
区
か

ら
は
区
長
の
ほ
か
、
区
議
会
と
産
業
界
の
代

表
者
が
列
席
。
調
印
式
で
は
板
橋
区
長
と
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
市
長
が
、
長
年
に
わ
た
る
交
流
に

携
わ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
と
今
後
の
交
流
の

推
進
を
確
認
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
後
、

両
都
市
を
代
表
し
て
協
定
書
に
署
名
し
、
今

後
は
、
絵
本
を
通
じ
た
交
流
の
ほ
か
に
も
、

文
化
交
流
、
産
業
・
商
工
業
交
流
、
市
民
交

流
の
各
分
野
で
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
も
合
意
し
ま
し

た
。な

お
、
2
0
0
5
年
は
日
・
E
U
市
民
交

流
年
で
あ
り
、
こ
の
友
好
都
市
交
流
協
定
締

結
は
、「
2
0
0
5
年
日
・
E
U
市
民
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
同

年
に
開
催
し
た
板
橋
区
民
ま
つ
り
で
は
、
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
市
と
の
友
好
都
市
提
携
を
記
念
し

て
、
区
立
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
イ
タ
リ
ア

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
か
ら
絵
本
の

寄
贈
を
受
け
て
絵
本
館
を
開
館

区
立
美
術
館
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原

画
展
の
日
本
巡
回
展
幹
事
館
と
な
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
板
橋
区
と
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
の

間
で
相
互
訪
問
が
始
ま
り
、
交
流
が
深
ま
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
５
（
1
9
9
3
）

年
か
ら
は
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図
書
展
」
事

務
局
か
ら
板
橋
区
に
絵
本
が
寄
贈
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

i
n
い
た
ば
し
」
が
ス
タ
ー
ト
。
平
成
６

（
1
9
9
4
）
年
か
ら
は
、
英
語
の
絵
本
翻
訳

コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
「
い
た
ば
し
国
際
絵
本

翻
訳
大
賞
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
次
年
度
よ

り
イ
タ
リ
ア
語
部
門
も
追
加
）

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図
書
展
」
事
務
局
か

ら
板
橋
区
へ
寄
贈
さ
れ
た
世
界
各
国
の
絵
本

が
80
カ
国
・
２
万
冊
以
上
と
な
り
、
平
成
16

（
2
0
0
4
）
年
９
月
、
い
た
ば
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
N
P
O
ホ
ー
ル
３
階
（
板
橋
区
本

町
24

－

１
）
に
「
い
た
ば
し
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
子

ど
も
絵
本
館
」
を
オ
ー
プ
ン
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
世
界
の
絵
本
を
中
心
に
収

蔵
・
展
示
し
て
、
訪
れ
た
方
が
自
由
に
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
絵
本
館

は
、
現
在
の
「
い
た
ば
し
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
絵
本

館
」
の
前
身
で
す
。

板
橋
区
立
美
術
館
で
開
催
し
た

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
事
業
が
始
ま
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
56

（
1
9
8
1
）
年
に
板
橋
区
立
美
術
館
で
開

催
さ
れ
た
「
第
１
回
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本

原
画
展
」
で
す
。
こ
の
原
画
展
は
イ
タ
リ
ア

北
部
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
に

よ
る
展
覧
会
で
、
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

た
ち
の
登
竜
門
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が

あ
り
、
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
日
本
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

本
展
は
、
日
本
で
は
1
9
7
8
年
よ
り
兵

庫
県
の
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
関
東
で
は
板
橋
区
立
美

術
館
が
初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
は

絵
本
の
展
覧
会
を
美
術
館
で
開
催
す
る
こ
と

は
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同

年
に
区
立
美
術
館
で
開
催
し
た
美
術
展
の
中

で
も
動
員
数
の
多
い
展
示
と
な
り
、
成
功
を

収
め
ま
し
た
。
そ
の
後
の
平
成
元
（
1
9
8
9
）

年
に
は
、
区
立
美
術
館
が
こ
の
原
画
展
の
日

本
巡
回
展
の
幹
事
館
と
な
り
、
現
在
も
継
続

し
て
い
ま
す
。

板橋区・ボローニャ市「友好都市交流協定」
締結の様子

イタリア・ボローニャ市の風景「いたばしボローニャ絵本館」の前身
「いたばしボローニャ子ども絵本館」

板橋区
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魅
力
・
特
徴
の
体
現
」
の
３
つ
の
視
点
で
展

開
し
て
い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
が
相
互
に

作
用
し
、
刺
激
し
合
う
こ
と
で
、
相
乗
効
果

を
図
り
ま
す
。

３
つ
の
視
点
で
展
開
す
る

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
事
業

板
橋
区
で
は
、
板
橋
区
基
本
構
想
で
掲
げ

る
将
来
像
「
未
来
を
は
ぐ
く
む
緑
と
文
化
の

か
が
や
く
ま
ち
“
板
橋
”」
の
実
現
に
向
け

て
「
板
橋
区
基
本
計
画
2
0
2
5
」
を
策
定

し
、
こ
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
い
た
ば
し

N
o
.
1
実
現
プ
ラ
ン
2
0
2
5
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
重
点
戦
略
の
柱
の
１
つ

で
あ
る
「
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」（
板

橋
の
魅
力
が
定
住
と
交
流
を
促
す
ま
ち
）
の

展
開
と
し
て
、「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
を
位

置
付
け
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
区
立
美
術
館
に
お
け
る
イ

タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
の

開
催
や
区
立
中
央
図
書
館
の
外
国
語
絵
本
の

蔵
書
な
ど
を
活
用
し
た
絵
本
事
業
の
充
実
、

絵
本
関
連
事
業
連
携
・
総
合
発
信
、
印
刷
製

本
業
の
集
積
な
ど
、
絵
本
に
関
す
る
資
源
を

活
か
し
、
絵
本
文
化
の
さ
ら
な
る
展
開
・
発

信
を
区
全
体
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
絵
本
と
産
業
的
・
文
化
的
関
わ
り
が

深
い
板
橋
区
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
（
子
ど
も

か
ら
大
人
、
絵
本
を
つ
く
る
人
か
ら
楽
し
む

人
な
ど
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
わ
り
方
で
（
読

む
、
学
ぶ
、
創
る
、
届
け
る
な
ど
）、
絵
本

で
つ
な
が
り
、
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
ま
ち

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
事
業
は
、
絵
本
文

化
を
享
受
す
る
「
利
用
者
」、
絵
本
・
絵
本

文
化
を
創
造
す
る
「
創
作
者
」、
絵
本
が
持

つ
力
を
区
政
に
活
か
す
「
区
に
よ
る
絵
本
の

 

イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
と
の
交
流
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

板
橋
区
は
、
絵
本
に
か
か
わ
る
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
板
橋
区
立
美
術
館
と
、
世
界
各
国
の
絵
本
を
所

蔵
す
る
い
た
ば
し
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
絵
本
館
が
併
設
さ
れ
た
板
橋
区
立
中
央
図
書
館
が
あ
り
、
印
刷
製
本
業
が
集
積
し
て

い
る
と
い
う
区
の
独
自
性
を
活
か
し
、「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
を
区
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
展
開
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

文
化
・
産
業
・
観
光
振
興
や
教
育
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
絵
本
の
魅
力
を
活
か
し
た
取
組
を
進
め
、

絵
本
を
通
じ
て
交
流
と
活
動
が
生
ま
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

絵
本
で
つ
な
が
り
、
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」

第 1回ボローニャ国際絵本原画展

公式HP

Instagram

絵本のまち板橋

第20回
板橋区

巻頭特集
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イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
と

友
好
都
市
交
流
協
定
を
締
結

板
橋
区
は
、
絵
本
を
通
し
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

市
と
の
交
流
を
経
て
、
交
流
25
周
年
に
当
た

る
平
成
17
（
2
0
0
5
）
年
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

市
と
の
間
で
友
好
都
市
交
流
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
調
印
式
は
イ
タ
リ

ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
で
行
わ
れ
、
板
橋
区
か

ら
は
区
長
の
ほ
か
、
区
議
会
と
産
業
界
の
代

表
者
が
列
席
。
調
印
式
で
は
板
橋
区
長
と
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
市
長
が
、
長
年
に
わ
た
る
交
流
に

携
わ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
と
今
後
の
交
流
の

推
進
を
確
認
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
後
、

両
都
市
を
代
表
し
て
協
定
書
に
署
名
し
、
今

後
は
、
絵
本
を
通
じ
た
交
流
の
ほ
か
に
も
、

文
化
交
流
、
産
業
・
商
工
業
交
流
、
市
民
交

流
の
各
分
野
で
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
も
合
意
し
ま
し

た
。な

お
、
2
0
0
5
年
は
日
・
E
U
市
民
交

流
年
で
あ
り
、
こ
の
友
好
都
市
交
流
協
定
締

結
は
、「
2
0
0
5
年
日
・
E
U
市
民
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
同

年
に
開
催
し
た
板
橋
区
民
ま
つ
り
で
は
、
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
市
と
の
友
好
都
市
提
携
を
記
念
し

て
、
区
立
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
イ
タ
リ
ア

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
か
ら
絵
本
の

寄
贈
を
受
け
て
絵
本
館
を
開
館

区
立
美
術
館
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原

画
展
の
日
本
巡
回
展
幹
事
館
と
な
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
板
橋
区
と
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
の

間
で
相
互
訪
問
が
始
ま
り
、
交
流
が
深
ま
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
５
（
1
9
9
3
）

年
か
ら
は
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図
書
展
」
事

務
局
か
ら
板
橋
区
に
絵
本
が
寄
贈
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

i
n
い
た
ば
し
」
が
ス
タ
ー
ト
。
平
成
６

（
1
9
9
4
）
年
か
ら
は
、
英
語
の
絵
本
翻
訳

コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
「
い
た
ば
し
国
際
絵
本

翻
訳
大
賞
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
次
年
度
よ

り
イ
タ
リ
ア
語
部
門
も
追
加
）

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図
書
展
」
事
務
局
か

ら
板
橋
区
へ
寄
贈
さ
れ
た
世
界
各
国
の
絵
本

が
80
カ
国
・
２
万
冊
以
上
と
な
り
、
平
成
16

（
2
0
0
4
）
年
９
月
、
い
た
ば
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
N
P
O
ホ
ー
ル
３
階
（
板
橋
区
本

町
24

－

１
）
に
「
い
た
ば
し
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
子

ど
も
絵
本
館
」
を
オ
ー
プ
ン
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
世
界
の
絵
本
を
中
心
に
収

蔵
・
展
示
し
て
、
訪
れ
た
方
が
自
由
に
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
絵
本
館

は
、
現
在
の
「
い
た
ば
し
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
絵
本

館
」
の
前
身
で
す
。

板
橋
区
立
美
術
館
で
開
催
し
た

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
事
業
が
始
ま
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
56

（
1
9
8
1
）
年
に
板
橋
区
立
美
術
館
で
開

催
さ
れ
た
「
第
１
回
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本

原
画
展
」
で
す
。
こ
の
原
画
展
は
イ
タ
リ
ア

北
部
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
に

よ
る
展
覧
会
で
、
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

た
ち
の
登
竜
門
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が

あ
り
、
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
日
本
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

本
展
は
、
日
本
で
は
1
9
7
8
年
よ
り
兵

庫
県
の
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
関
東
で
は
板
橋
区
立
美

術
館
が
初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
は

絵
本
の
展
覧
会
を
美
術
館
で
開
催
す
る
こ
と

は
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同

年
に
区
立
美
術
館
で
開
催
し
た
美
術
展
の
中

で
も
動
員
数
の
多
い
展
示
と
な
り
、
成
功
を

収
め
ま
し
た
。
そ
の
後
の
平
成
元
（
1
9
8
9
）

年
に
は
、
区
立
美
術
館
が
こ
の
原
画
展
の
日

本
巡
回
展
の
幹
事
館
と
な
り
、
現
在
も
継
続

し
て
い
ま
す
。

板橋区・ボローニャ市「友好都市交流協定」
締結の様子

イタリア・ボローニャ市の風景「いたばしボローニャ絵本館」の前身
「いたばしボローニャ子ども絵本館」

板橋区
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12
月
に
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
前
川
明
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
板

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
写
真
や
絵
を
飾
る
た

め
の
額
縁
を
作
り
ま
し
た
。

区
内
の
お
店
が
展
覧
会
場
に
！

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
絵
本
さ
ん
ぽ
」

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
の
開
催
期

間
中
に
、
板
橋
区
内
と
そ
の
周
辺
で
「
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
絵
本
さ
ん
ぽ
」
と
い
う
関
連
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
板
橋
区
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
制
作
等
の
広
報
面
で
協
力
し
て
い

ま
す
。
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
書
店
な
ど

が
展
覧
会
場
と
な
り
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
の
入

選
者
を
中
心
に
、
絵
本
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。板

橋
区
で
は
、「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
事
業

を
今
後
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
か
ら
「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
と
い
う
言
葉

を
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
政

策
経
営
部
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
担
当
課
が
中
心
と

な
り
、
大
学
や
企
業
、
大
使
館
、
個
人
の
ク

リ
エ
ー
タ
ー
な
ど
、
こ
れ
ま
で
は
直
接
つ
な
が

り
の
な
か
っ
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
も
連
携

を
し
て
、
こ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

親
子
で
造
形
あ
そ
び
を
楽
し
む

「
こ
ど
も
ア
ト
リ
エ
」

区
立
美
術
館
で
は
「
夏
の
ア
ト
リ
エ
」
の

ほ
か
に
、
３
歳
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
で
造
形
あ
そ
び

を
楽
し
む
「
こ
ど
も
ア
ト
リ
エ
」
と
い
う
講

座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
絵
本
作
家
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
す
る
講
師
陣
を
招
い
て

行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
１
日
に
２

回
、
同
じ
内
容
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年

こどもアトリエの様子

　昭和 54（1979）年５月、東京 23 区初の区立美術館として開館。令和元
（2019）年６月、大規模改修を終えてリニューアルオープンしました。江戸
狩野派をはじめとする近世絵画、大正から昭和初期の前衛美術、板橋区ゆか
りの作家作品を中心に収蔵。江戸文化や池袋モンパルナスを広く紹介する展
覧会を開催し、さらにイタリア・ボローニャ国際絵本原画展をはじめとした
イラスト、デザインに関する展覧会も開催。また、これらに連携した講演会
やワークショップも行っています。

　板橋区立美術館で「ボローニャ国際絵本原画展」を開催して以来、板橋区
とボローニャ市は絵本を通じて交流を深め、平成５（1993）年からは「ボ
ローニャ児童図書展」事務局より海外絵本の寄贈が始まりました。平成 16

（2004）年９月、寄贈された海外絵本を直接手に取れる施設として「いた
ばしボローニャ子ども絵本館」が開館し、その後の令和３（2021）年３月、
板橋区立中央図書館内に「いたばしボローニャ絵本館」として併設移転。世
界約 100 カ国・70 言語・３万冊の絵本を所蔵しています。

住所：板橋区赤塚５-34-27
TEL：03-3979-3251
開館時間：９時30分〜17時（入館は16時30分まで）
休館日：月曜（祝日の場合は翌日）、年末年始。※館
内整備のため臨時休館あり。
観覧料：常設展示室はなく、展覧会ごとに異なる。
館蔵品展などは無料。特別展示観覧料は一般 650 円、
大学生 450 円、高校生 450 円、小中学生 200 円
https://www.city.itabashi.tokyo.jp/artmuseum/

住所：板橋区常盤台４- ３- １（中央図書館併設）
TEL：03-6281-0560
開館時間：９時〜 20 時
休館日：第２月曜（祝休日の場合は翌平日）、月末（３月を除き土・日曜・祝休
日の場合は翌平日）、年末年始（12 月 29 日〜１月４日）、特別整理期間
入館料：無料
https://www.city.itabashi.tokyo.jp/library/bologna/index.html

都営三田線「西高島平駅」下
車徒歩約 14 分
東武東上線「下赤塚駅」、東
京メトロ「地下鉄赤塚駅」下
車徒歩約 24 分

【東武東上線「成増駅」北口
から】
北口 1番バスのりばから

「（赤 02）赤羽駅西口」行き「赤
塚八丁目」下車、徒歩約 9 分
または北口 2 番バスのりばから

「( 増 17) 区立美術館経由 高
島平操車場」行き「区立美術
館」下車（１時間に１-２本程度）

【都営三田線「高島平駅」から】
西口 2 番バスのりばから（1
時間に 1-2 本程度）

「( 増 17) 区立美術館経由 成
増駅北口」行き「区立美術館」
下車

東武東上線「上板橋駅」北口より徒歩７分
国際興業バス「教育科学館」下車徒歩３分

板橋区立美術館の外観

いたばしボローニャ絵本館の館内 XFacebook Facebook XInstagram

板橋区立美術館いたばしボローニャ絵本館

板橋区

取材協力 /板橋区
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「
お
は
な
し
会
」
で
絵
本
や

紙
芝
居
を
読
み
聞
か
せ

中
央
図
書
館
の
「
お
は
な
し
の
部
屋
」
で

は
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
３
時
30
分
か
ら

「
お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
運

営
は
、
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
の
名
称
で
登
録

し
て
い
る
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
。

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
語
の

絵
本
や
外
国
の
昔
話
な
ど
を
読
み
聞
か
せ
す

る
「
外
国
語
お
は
な
し
会
」
は
毎
月
第
１
日

曜
日
（
英
語
）
と
第
３
日
曜
日
（
そ
の
ほ
か

の
言
語
）
の
午
後
２
時
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
向

け
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
を
行
う

「
か
る
が
も
お
は
な
し
会
」
は
毎
月
第
２
木

曜
日
と
第
４
土
曜
日
の
午
前
10
時
30
分
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
図
書
館
で
は
、
姉
妹
図
書
館

で
あ
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
立
サ
ラ
ボ
ル
サ
児
童

図
書
館
と
連
携
し
、
お
気
に
入
り
の
ぬ
い
ぐ

る
み
に
図
書
館
で
お
泊
ま
り
し
て
も
ら
う

「
ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会
」
を
令
和
４
年
、

５
年
の
10
月
に
開
催
。
そ
の
様
子
を
S
N
S

で
随
時
発
信
し
ま
し
た
。

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

絵
本
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
事
業
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。
板
橋
区
内

の
区
立
図
書
館
で
は
、
区
内
在
学
・
在
住
の

小
学
生
と
区
立
中
学
の
中
学
生
を
対
象
と
し

た
絵
本
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
絵
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
自
分
自
身

で
考
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
本
を
作
成
し
ま

す
。小

学
生
向
け
絵
本
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
区
内
に
11
館
あ
る
区
立
図
書
館
を
会

場
に
全
３
回
。
お
は
な
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

自
由
に
描
き
ま
す
。
中
学
生
向
け
絵
本
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
中
央
図
書
館
と
区

内
製
本
会
社
を
会
場
に
全
４
回
。
絵
本
づ
く

り
の
講
義
、
原
画
・
原
稿
の
作
成
、
製
本
作

業
体
験
な
ど
、
区
内
の
印
刷
・
製
本
企
業
の

協
力
に
よ
り
本
格
的
な
絵
本
制
作
が
体
験
で

き
ま
す
。
完
成
し
た
作
品
は
、
中
央
図
書
館

で
行
う
「
い
た
ば
し
子
ど
も
絵
本
展
」
で
展

示
し
、
そ
の
後
中
央
図
書
館
の
蔵
書
と
な
り

ま
す
。

絵
本
制
作
の
専
門
家
か
ら
学
ぶ

「
夏
の
ア
ト
リ
エ
」

区
立
美
術
館
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵

本
原
画
展
が
開
催
さ
れ
る
時
期
の
恒
例
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
夏
の
ア
ト
リ
エ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
絵
本
づ
く
り
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
専
門
家
を
講
師
に
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
約
20
人
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
５
日
間
連
続
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
国
内
外
の
編
集
者
や
作
家
な
ど
多
数

の
方
を
講
師
に
招
き
、
ベ
テ
ラ
ン
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
か
ら
若
手
ま
で
、
多
様
な
受
講
者

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
人
気
の
講
座
で
、
講

師
か
ら
は
技
術
だ
け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
他
の
参
加
者
と

の
関
わ
り
か
ら
も
新
し
い
刺
激
、
新
し
い
発

見
を
得
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
何
名
も
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
日
本
中
、

世
界
中
に
活
躍
の
場
を
広
げ
、
こ
の
講
座
を

き
っ
か
け
に
出
版
さ
れ
た
絵
本
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
、
2
0
2
3
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
展
審
査
員
の
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
氏

が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

 

区
民
と
と
も
に
展
開
す
る
「
絵
本
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

夏のアトリエの様子 おはなし会 絵本づくりワークショップ（製本作業体験）

我が区の「おたから」〜 23 区の魅力を再発見〜
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12
月
に
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
前
川
明
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
板

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
写
真
や
絵
を
飾
る
た

め
の
額
縁
を
作
り
ま
し
た
。

区
内
の
お
店
が
展
覧
会
場
に
！

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
絵
本
さ
ん
ぽ
」

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
の
開
催
期

間
中
に
、
板
橋
区
内
と
そ
の
周
辺
で
「
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
絵
本
さ
ん
ぽ
」
と
い
う
関
連
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
板
橋
区
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
制
作
等
の
広
報
面
で
協
力
し
て
い

ま
す
。
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
書
店
な
ど

が
展
覧
会
場
と
な
り
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
の
入

選
者
を
中
心
に
、
絵
本
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。板

橋
区
で
は
、「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
事
業

を
今
後
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
か
ら
「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」
と
い
う
言
葉

を
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
政

策
経
営
部
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
担
当
課
が
中
心
と

な
り
、
大
学
や
企
業
、
大
使
館
、
個
人
の
ク

リ
エ
ー
タ
ー
な
ど
、
こ
れ
ま
で
は
直
接
つ
な
が

り
の
な
か
っ
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
も
連
携

を
し
て
、
こ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

親
子
で
造
形
あ
そ
び
を
楽
し
む

「
こ
ど
も
ア
ト
リ
エ
」

区
立
美
術
館
で
は
「
夏
の
ア
ト
リ
エ
」
の

ほ
か
に
、
３
歳
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
で
造
形
あ
そ
び

を
楽
し
む
「
こ
ど
も
ア
ト
リ
エ
」
と
い
う
講

座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
絵
本
作
家
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
す
る
講
師
陣
を
招
い
て

行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
１
日
に
２

回
、
同
じ
内
容
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年

こどもアトリエの様子

　昭和 54（1979）年５月、東京 23 区初の区立美術館として開館。令和元
（2019）年６月、大規模改修を終えてリニューアルオープンしました。江戸
狩野派をはじめとする近世絵画、大正から昭和初期の前衛美術、板橋区ゆか
りの作家作品を中心に収蔵。江戸文化や池袋モンパルナスを広く紹介する展
覧会を開催し、さらにイタリア・ボローニャ国際絵本原画展をはじめとした
イラスト、デザインに関する展覧会も開催。また、これらに連携した講演会
やワークショップも行っています。

　板橋区立美術館で「ボローニャ国際絵本原画展」を開催して以来、板橋区
とボローニャ市は絵本を通じて交流を深め、平成５（1993）年からは「ボ
ローニャ児童図書展」事務局より海外絵本の寄贈が始まりました。平成 16

（2004）年９月、寄贈された海外絵本を直接手に取れる施設として「いた
ばしボローニャ子ども絵本館」が開館し、その後の令和３（2021）年３月、
板橋区立中央図書館内に「いたばしボローニャ絵本館」として併設移転。世
界約 100 カ国・70 言語・３万冊の絵本を所蔵しています。

住所：板橋区赤塚５-34-27
TEL：03-3979-3251
開館時間：９時30分〜17時（入館は16時30分まで）
休館日：月曜（祝日の場合は翌日）、年末年始。※館
内整備のため臨時休館あり。
観覧料：常設展示室はなく、展覧会ごとに異なる。
館蔵品展などは無料。特別展示観覧料は一般 650 円、
大学生 450 円、高校生 450 円、小中学生 200 円
https://www.city.itabashi.tokyo.jp/artmuseum/

住所：板橋区常盤台４- ３- １（中央図書館併設）
TEL：03-6281-0560
開館時間：９時〜 20 時
休館日：第２月曜（祝休日の場合は翌平日）、月末（３月を除き土・日曜・祝休
日の場合は翌平日）、年末年始（12 月 29 日〜１月４日）、特別整理期間
入館料：無料
https://www.city.itabashi.tokyo.jp/library/bologna/index.html

都営三田線「西高島平駅」下
車徒歩約 14 分
東武東上線「下赤塚駅」、東
京メトロ「地下鉄赤塚駅」下
車徒歩約 24 分

【東武東上線「成増駅」北口
から】
北口 1番バスのりばから

「（赤 02）赤羽駅西口」行き「赤
塚八丁目」下車、徒歩約 9 分
または北口 2 番バスのりばから

「( 増 17) 区立美術館経由 高
島平操車場」行き「区立美術
館」下車（１時間に１-２本程度）

【都営三田線「高島平駅」から】
西口 2 番バスのりばから（1
時間に 1-2 本程度）

「( 増 17) 区立美術館経由 成
増駅北口」行き「区立美術館」
下車

東武東上線「上板橋駅」北口より徒歩７分
国際興業バス「教育科学館」下車徒歩３分

板橋区立美術館の外観

いたばしボローニャ絵本館の館内 XFacebook Facebook XInstagram

板橋区立美術館いたばしボローニャ絵本館

板橋区

取材協力 /板橋区
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